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 平成22年２月24日（水）、第28回 緑区社会福祉大会第２部プログラムとして、講演会

「住民が創り出す地域の未来 －みどりのわ・ささえ愛プランの第２期計画策定に向けて－」

が開催されました。 

 

 当日は春めいた暖かさも感じられる穏やか

な陽気で、第１部・第２部を通じて、およそ

470名の区民の方々にご参加いただきまし

た。 

 

 講演会では、はじめに「第１期から第２期

計画へ ～みどりのわ・ささえ愛プランの推進

にむけて～」のテーマで、推進に向けた緑区

の取り組みについて、緑区役所から説明を行

いました。 

 

 続いて「住民が創り出す地域の未来－みどりのわ・ささえ愛プランの第２期計画策定に向

けて－」のテーマで、地域福祉計画づくりについて、東洋大学社会福祉学科准教授の加山弾

先生にご講演いただきました。 

 

講演では「少子高齢化」や「経済不況・雇用の不安定化」などの話題を交えながら、「地

域」が変化していることにふれ、地域福祉計画づくりにおいては 

 

「問題発生の場」であり「問題解決の場」でもある「地域」を中心とした 

 (1) 問題の把握と対策 

 (2) 資源把握→組織化の方向づけ 

 (3) 住民の福祉意識醸成とコミュニティづくり  が必要であること、 

 

 また、第１期計画から第２期計画へ移行するにあたり、 

(1) 「第１期計画」を「誰がどのようにして」評価するのか 

(2) 第２期計画との連続性と差異性（上乗せ・レベルアップ）をどのように図ってい

くのか 

を考える必要があるとの話がありました。 

 

その後、加山先生が携わられた兵庫県明石市での地域福祉計画づくりの映像を交えながら、

「地域の課題は私たちの身のまわりにあります。地域住民が自らの課題として主体的に取り

組んでこそ、解決に近づけることができます。」との解説がありました。

                

      (平成22年２月24日 緑区社会福祉協議会)  
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